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此研究は硝子上に附け燈 殿 がカ・熱に因つて縮 し鋤 の粒子に響る現象を取扱

つた もので水金杯の慮用に關す る基礎的のものである.

 材料は簡軍に同一の試料が得 らる・事ε牧縮が強 く表はる ・等の貼か ら磨 き硝子の

ヒに銀鏡を附着せ しめたものを用ひこれを一定時間一定温度で加熱すれば銀鏡は牧縮

して多数の粒子にな り其間に間隙が出來るので崖 じた間隙の量を第一圖の様な装置を

用ひて測 り日つ 顯微鏡を用ひて歌態の憂化を観察 しナこ、

            第     一      圖

     

     

 圖は測定装置の概略を示す もので光源Lよ り來る光を レンズに集めて1.1に光源の實

像を結ば しめSに 試料を置いて これを通つて出 る光の量を光度計を用ひて測 るそうす

ればSに 磨き硝子のみを置いた揚合ε加熟 しナこ銀鏡を置いた揚合εの光度計の讃みか

ら間隙の面漬ε全面積εの此を知るこεが出來從つて銀鏡の敢縮の歌態を知 るこεが

出來 ろ。次の表にはこの比をRを 坦て表は した。

 銀鏡の牧縮に室氣中の酸素が著 しい影響を與へるこεが分つナニので酸素を全然除去

した炭酸瓦斯の氣流中で加熱 した時の4婚1苔を實験 した慮聞隙が温度及時間に因つて攣
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     第  一  表       化する關係は 第一表に示す様 に なる

        一一 一『 一一 一一㎜  こεが分つた。表中の撒字は厚 さ○・          R
×10:s

一

澱 ℃r63δ 一'51♂rl6び 〇八七粍燃 に就いて實験 しナこ結

雨F∴ 霜 鷺論 一一 の
… ・・1168 1・ ・i 一 鮒 る關係を第二墜 示す.3温 度
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3・・161・ 「 蹄 一 ナこ時の結果である・

                 一一   以上の 結果か ら銀鏡の敗縮に 因る間

 隙の増加は(1)加熟時間の長い程(2)加熟温度o)高 い程大ミなり。且つ五〇〇一六〇〇

度で間隙が急 に埆加するこεが分か る。

 牧縮による間隙の生成に封する酸素の影響は第二表に示す通 りで酸素があれば間隙

が著 しく増加 し叉薄い銀鏡の揚合にはその影響が殊に大であるu表 中の敷字は五一五

度で二〇分間加熱 した揚合である。

 加熟 した銀鏡を反射顯微鏡の下で観察す るミ銀鏡は無定形の多 くの粒子に攣化 して

            第      二      ㊥
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            第      三      圖
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             第   二   表

     厚サ 糎・1・-6i53182ト135

     劉 炭 緬 斯 中135i48 2・4

     釧 ・・K氣 中15421・3・t275-

    一一一一 上』  「一∫;16一一r--1・ 『 「Fi2

居つ て加熱の結果結晶の襲達 した様な跡は認 める事が出來 ぬQ且 粒子の存在せぬ揚所

に も爾非常に薄 い銀の膜が残存する事を認めたQ

 銀箔の加熟に因る牧縮に就ては己に多 くの研究があるがTamm3nnは この原因を

表面張力の影響 であるε述べてゐる。

 今若 しBeilbyの 云ふ様に銀鏡が銀の微小な結晶群の集合であるSす れば温度が高

くなつてその強度が小ミなれば表面張 力の影響が表はれて硝子 に最 も善 く附着 してゐ

る銀微晶を中心ミ して結晶群がその表面積を成 る可 く小な らしめ様Sす る蓮 動 を 起

す。 この蓮動の結果銀鏡が牧縮 して多藪の粒子になる ものS考 へるこSが 出來 る。

 然 し銀鏡は その一面が硝子に附着 して居 る故 この附着力は銀鏡の運動を妨ける方面
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        婿子上に附着ゼろ金驕薄膜の加熱に依る状態攣化に就て

に働 く筈である。即 ち今fを結晶群の強度、Aを附着力、αを表面張力εすればα〉(f+A)

なる歌態では牧縮が起 りα<(f+A)な る歌態ては牧縮ガ起 らぬミ考へ得 る。銀箔の牧

縮に酸素が影響する事に就てSchottkyは 銀中に酸素が溶解 してその強度を弱め表面

張力を増加する爲であるε述べてゐる。然 し銀鏡の揚合はこの外に銀が硝子中に禰散

す るこεを考へねばな らぬ。帥 ち酸素の存在の爲に炭酸瓦斯中に加熟 した揚合には光

を遮断す可 き銀薄膜が硝子中に禰散する結果大なる聞隙を與へ るものであ らう。

 銀鏡の牧縮は以上の様な複雑な條件に支配 されるものであるか ら更 に研究 を進めて

行 くには先つ もつS簡 軍な條件に立蹄つて研究する事が 至 當 で あ つ て その爲には

Chapmann-Porter, Schottky等 にな らつて金属箔の敗縮に就て研究 す可 きであろが

箔は尚その組織が複雑であるか ら先づ無定形 なる硝子糸の加熱に因る牧縮に就て研究

した。其の結果硝子糸は加工の爲に低温度で一度牧縮を起 し高温度で表面張力の影響

で再び牧縮を起す こi及 び一定温度に於ける牧縮の速度Vは1を 糸の長 さrを その孚

径moを 糸の重 さλを温度ミ組成Sで 愛 る恒歎 εすれば略

             v詣[・ … 一劉

なる式で表はさる 》事を認めた。この式は同一の長 さの硝子糸の牧縮速度は掌径の小

ミなる程大ミな り且つ他の條件が同一な らば硝子の比重の小なる程大εなる事を示 し

て居る。

 衙 λは硝子の粘度に直接關係を有するもので温度が高 くなりλが小εなれば牧縮速

度は著 しく大εなるのである。此れ等の詳細に就ては改めて他の機 會に報告する。

 終 りにこの研究を行 ふに當つて終始御援助を辱ふ しナこ近重教授及び喜多教授に謹ん
                          D

で感謝の意を表する。

                     (化學研究所、喜多研究室)
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